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農村女性グループとの交流会
この地区の漁協の女性部で結成されている牟婁地区漁協女性部連絡協議会は養殖マダイの消費拡大を目指した加工品づくりや販売を検討しています。この一環として平成17年2月10日に先進的な農村部の女性グループの事例を学び、相互に研鑽しあうための交流会を実施しましたのでその模様をお伝えします。
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うきさとむら
　「うきさとむら」は地域の女性7名で結成されたグループ「ささゆり会」が中心となって運営している施設で、旧市民センターなどの建物を利用して、郷土料理の販売や朝市の開催などに取り組んでいます。また、平成16年からは、新たに完成した松阪農業公園「ベルファーム」で、農産物、加工品の直販に取り組んでいます。
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意見交換会
ささゆり会の西井代表達から、うきさとむらのこれまでの軌跡、事業の内容、施設の概要などを説明していただきました。女性だけで始め、ここへ至るまでの努力は漁村女性グループの活動にも大いに共通するもので、牟婁地区漁協女性部連絡協議会のメンバーは熱心に耳を傾けていました。
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郷土料理の紹介
うきさとむら、牟婁地区漁協女性部連絡協議会双方の用意した郷土料理を互いに紹介しました。うきさとむらからは細雪うどん（写真左）やふところもちなど、既に販売している商品の数々を、牟婁地区からは鯛めし（写真右）と鯛の海苔ロールを紹介しました。
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今回の経験を生かして、牟婁地区漁協女性部では熊野古道などのイベントで養殖マダイを使った商品の販売に取り組んでいくとのことです。
